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○
編
集
方
針

　
―
英
語
の
授
業
を
「
楽
し
く
」
「
効
率
的
に
」
―

　

外
国
語
活
動
・
英
語
の
授
業
で
は
、「L

e
t'
s 

Try!

」

や
教
科
書
に
出
て
く
る
新
出
の
表
現
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

言
語
活
動
を
通
し
て
学
習
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、

“
 
W
ha
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
?
 
”

と
い
う
表
現
を
学
習
す
る

場
合
に
は
、
ま
ず
、
好
み
の
パ
フ
ェ
を
つ
く
る
場
面
を

設
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
、

果
物
屋
さ
ん
と
お
客
さ
ん
の
や
り
取
り
を
行
い
ま
す
。

　

“
 
W
h
a
t
 
f
r
u
i
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
?
 
”

　

“
 
I
 
w
a
n
t
 
s
t
r
a
w
b
e
r
r
i
e
s
,
 
p
l
e
a
s
e
.
 
”

こ
の
１
冊
で
、

英
語
の
授
業
準
備
～
活
動
～
評
価
ま
で
完
結
!!

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 129 回

㈱文溪堂

『英語・外国語活動シート』

３～６年

勅
て し が わ ら

使川原　寛
ひろこ

子
（㈱文溪堂　編集部）

こ
の
よ
う
な
言
語
活
動
を
、
児
童
が
よ
り
「
楽
し
く
」

取
り
組
め
る
よ
う
に
、
ま
た
、
先
生
方
の
授
業
準
備
を

少
し
で
も
「
効
率
的
に
」
で
き
る
よ
う
に
、
教
材
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
追
求
し
て
い
っ
た
結
果
、『
英
語
・

外
国
語
活
動
シ
ー
ト
』
の
企
画
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
言
語
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
し
い
教
材
―

　

研
究
発
表
の
授
業
を
拝
見
し
て
い
る
な
か
で
、
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
児
童
が
書
き
込
ん
で
い
る

シ
ー
ト
な
ど
の
教
材
の
ほ
と
ん
ど
が
、
先
生
が
て
い
ね

い
に
手
作
り
を
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
活
動

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、
児
童
が
書
き
込
む

シ
ー
ト
な
ど
の
教
材
が
必
要
と
な
る
場
合
も
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
授
業
中
の
活
動
に
特
化
し
た

学
校
用
児
童
向
け
教
材
は
発
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
先
生
方
が
こ
れ
ら
の
準
備
に
相
当
な
時
間
を
か

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
述
し
た
「
パ
フ
ェ
を
つ
く
る
」
活
動
で

は
、
パ
フ
ェ
の
具
材
と
な
る
フ
ル
ー
ツ
の
カ
ー
ド
を
使

用
し
ま
す
。
そ
れ
も
児
童
数
分
、
細
か
く
切
り
離
し
て

準
備
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
活
動
場
面
で
は
、
一
つ
一
つ

の
カ
ー
ド
を
児
童
が
糊
で
貼
る
と
い
う
作
業
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
活
動
の
時
間
が
、
作
業
の
時

間
に
よ
っ
て
短
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

『
英
語
・
外
国
語
活
動
シ
ー
ト
』
で
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
だ
け
が
グ
ラ
ス
に
入
っ
た
パ
フ
ェ
の
台
紙
シ
ー
ト

と
、
具
材
の
フ
ル
ー
ツ
の
シ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
に
し
て
教

材
化
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
「
言
語
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
し

い
教
材
」
と
い
う
方
向
性
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

活
動
に
最
適
な
シ
ー
ト
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
し
た
。
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めあて

Unit

ほしい果
くだ

物
もの

をつたえたり，たずねたりしよう。お気
き

に入
い

りのパフェをしょうかいしよう。

What do you want?
ほしいものは何

なに

かな？

4年⑧表

● 　　　　　　 を友
と も

だちからもらって，お気
き

に入
い

りのパフェをつくろう。果
くだ

物
も の

シール

7-1

●「What fruit do you want?」という問いに対して「I want ～.」を使って欲しいものを伝えることをねらう。数を伝えたり，数を尋ね
たりする表現も使えるようにしたい。これらの表現を用いながら２往復以上の対話を目指したい。また，オリジナルパフェを発表することで，
自分の考えを伝える力をつけたい。

活動のねらい活動のねらい活動のねらい

名な

前ま
え

組
くみ

　　　　　番
ばん外国語活動シート シール表 4年

※⑧ Unit 7-1の活
かつ

動
どう

で使
つか

います。「果
くだ

物
もの

屋
や

さんごっこ」をする場
ば

合
あい

は， で切
き

り取
と

ります。

※⑨ Unit 7-2の活
かつ

動
どう

で使
つか

います。「ピザ屋
や

さんごっこ」をする場
ば

合
あい

は， で切
き

り取
と

ります。

果
く だ

物
も の

シールbananaapple

ピザの具
ぐ

シールbananaapple

6

２
０
２
０
年(

令
和
２
年)

６
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

※教材の表紙・内容、執筆者の肩書などは、図書教材新報第 182号（2020 年６月 25日）へ掲載した当時のものです。
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○
特
長

①
教
科
書
の
主
要
な
活
動
に
ぴ
っ
た
り

　

３
・
４
年
生
は
「L

e
t
'
s
 
T
r
y
!

」 

の
活
動
に
、
５
・
６

年
生
は
各
教
科
書
の
活
動
場
面
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
編
成
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
活
動
の
う

ち
、
シ
ー
ト
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
活
動
に
限
定
し
、

年
間
十
二
枚
の
構
成
と
し
て
い
ま
す
。
授
業
の
内
容
に

沿
っ
て
負
担
な
く
ご
使
用
い
た
だ
け
る
ボ
リ
ュ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
学
習
意
欲
が
高
ま
る
カ
ラ
フ
ル
な
紙
面

　

当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
の

心
を
つ
か
む
た
め
に
は
、「
楽
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
紙
面
」

と
い
う
要
素
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
実
際

に
児
童
に
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
や
は
り

カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
で
、

活
動
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
と
い
う
意
見
も
得
ら
れ
ま

し
た
。
細
か
い
点
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル
ま
わ
り
の
イ
ラ

ス
ト
を
毎
シ
ー
ト
で
変
更
す
る
な
ど
、
児
童
を
飽
き
さ

せ
な
い
工
夫
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
制
作
物
を
仕
上

げ
て
い
く
活
動
も
多
い
こ
と
か
ら
、
作
業
が
し
や
す
い

よ
う
、
画
用
紙
の
よ
う
な
厚
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

③
指
導
に
役
立
つ
情
報
が
充
実

　

教
科
と
な
っ
て
間
も
な
い
英
語
の
授
業
の
進
め
方

は
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
部
分
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
、
先
生
方
に
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
シ
ー

ト
に
は
、「
活
動
の
ね
ら
い
」「
活
動
ま
で
の
準
備
」「
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
い
っ
た
教
師
向
け
の
情

報
を
た
っ
ぷ
り
と
掲
載
し
ま
し
た
。

　

特
に
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
で
は
、
活
動

の
途
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
児

童
に
適
切
な
指
導
や
支
援

を
す
る
た
め
の
情
報
を
提

示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

児
童
か
ら
「
○
○
は
英
語

で
何
と
い
う
の
？
」
な
ど

と
質
問
が
あ
っ
た
と
き
の

た
め
に
、
語
彙
を
広
げ
る

た
め
の
情
報
や
外
国
の
文

化
に
関
す
る
「
豆
知
識
」

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
児

童
か
ら
の
質
問
に
的
確
な

回
答
を
し
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
授
業
の
ね
ら
い
を
達

成
す
る
た
め
の
情
報
と
し

て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い

めあて 場
ば

所
しょ

をたずねたり答
こた

えたりしよう。

どこにあるかな？
5年⑧表

●  A～Dの 　　に地
ち

図
ず

記
き

号
ご う

を入
い

れて，オリジナルの地
ち

図
ず

を完
か ん

成
せ い

させよう。友
と も

達
だ ち

に地
ち

図
ず

の説
せ つ

明
め い

ができるかな？ができるかな？

8

A

C

B

D

sea

beach
bus sttotop

mountain

park

treree

bookststtorere

gas sttation

supermarket

coffffefee shop

sttation

rereststaurarant

SSS
TT
AA
RR
TT

inin，，onon，，byby，，underunderといった前置詞のイメージをつかむ。といった前置詞のイメージをつかむ。
道案内を聞いて理解し，自分もできるようになる。

活動活動のねらい活動のねらい

ぞれの前置詞がどのぞれの前置詞がどのれぞれの前置詞がどのれぞれの前置詞がどの
の視点の視点のの

（例）（例）

めあて 英
えい

語
ご

でクリスマスカードや年
ねん

賀
が

状
じょう

をかこう。

カードをおくろう
6年⑪表

切
きっ

手
て

切
き

り取
と

り

切
きっ

手
て

● 学
が く

習
しゅう

した英
え い

語
ご

を使
つ か

って，友
と も

だちやおせわになった人
ひ と

などにカードをおくろう。

11

外
がい

国
こく

では，クリスマスなどに
カードをおくり合

あ

うことがあるよ！

●クリスマスやお正月・誕生日に関する表現を理解してカードに書く
ことができる。

評価の視点

●カードをわたすときにどんな一言を伝えるとよいかなどを考えてわ
たしている。

評価の視点

●他者に配慮しながら一声付け加えてカードをわたそうとしている。
評価の視点

やお正月 誕生日に関する表現を使 て 自分だけのカ ドを作れるようになるこやお正月 誕生日に関する表現を使 て 自分だけのカ ドを作れるようになるこクリスマスやお正月・誕生日に関する表現を使って，自分だけのカードを作れるようになることをねらう。クリスマスやお正月・誕生日に関する表現を使って，自分だけのカードを作れるようになることをねらう。
が くが く しゅうしゅう

活動のねらい活動のねらい活動のねらい活動のねらい

英語活動シート シール 6年

movie theater cafe` amusement park department store

aquarium swimming pool convenience store library

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
場
面
に
お
け
る
、
観
点

別
の
「
評
価
の
視
点
」
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
日
頃

の
授
業
の
な
か
で
、
ど
の

よ
う
な
姿
を
目
標
と
し
て

い
く
か
、
評
価
規
準
の
参

考
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

教
師
用
付
録
と
し
て
、

音
声
Ｃ
Ｄ
が
付
い
て
い
ま

す
。
活
動
前
に
表
現
や
単

語
を
練
習
し
た
り
、
活
動

内
容
の
理
解
を
深
め
た
り

す
る
際
に
ご
活
用
い
た
だ

け
ま
す
（
音
声
は
、
紙
面
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
再
生
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）
。

○
こ
の
一
冊
で
、
授
業
準
備
か
ら
評
価
ま
で
が
完
結

　

『
英
語
・
外
国
語
活
動
シ
ー
ト
』
は
、
授
業
準
備
か

ら
評
価
ま
で
、
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
材
と
な
る
よ

う
企
画
・
制
作
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
忙
し
い
先
生

方
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
教
材
と
し
て
、
是
非
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
、
教
科
と
し
て
の
英
語
は
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
ば
か
り
で
す
。
楽
し
く

充
実
し
た
活
動
と
、
適
切
な
評
価
を

通
し
て
、
児
童
の
外
国
語
の
力
の
育

成
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

6年⑧うら

将
しょう

来
ら い

の夢
ゆ め

をしょうかいしよう❷8

I want to be a

I like

I can

やってみたい職
しょく

業
ぎょう

や興
きょう

味
み

がある職
しょく

業
ぎょう

をかいてみよう。

自
じ

分
ぶん

が好
す

きなことや，できることをかいてみよう。

上
うえ

で練
れん

習
しゅう

した文
ぶん

を使
つか

って，将
しょう

来
ら い

の夢
ゆめ

を伝
つた

える文
ぶん

を英
えい

語
ご

でかいてみよう。

I want to be a singer.  
I like music.  I can sing well.

I want to be a soccer player.
I like soccer.  I can play soccer.

次
つぎ

は，すべてかいてみよう。

次
つぎ

は，すべてかいてみよう。

●好
す

きなこと

●好
す

きなこと

●できること

●できること

Good job!  かけたら友
とも

だちとこうかんして，
しっかりかけているかチェックをしてみるといいね。

表面の紹介文が完成したら，クラスで発表させてもよい。
ワンポイントアドバイス

将来の夢やなりたい職業が明確でない児童については，興味があるもの，
おもしろそうだと思うものから選んでもよいことを伝える。
次の３点については，児童の学習状況や定着状況に応じて，児童どうしで
チェックさせることもできる。
●  文末にピリオドをつけているか。
●  単語と単語の間にスペースを空けているか。
●  つづりは正しいか。
しっかり書くことができている児童や，間違いを直すことができた児童に
は，Good job!などと教師が声をかけるとよい。

職業を表す英単語は，ワークシート⑦を見な
がら書くように指導する。

ワンポイントアドバイス

ワンポイントアドバイス
職業を表す表現を事前に調べておくとよい。★活動までの準備★

38

A :  私は歌手になりたいです。私は音楽が好きです。
私は上手に歌うことができます。

B :  私はサッカー選手になりたいです。私はサッカー
が好きです。私はサッカーをすることができます。

日本語訳

名な

前ま
え

組
くみ

　　　　　番
ばん

めあて 学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

の思
おも

い出
で

について友
とも

だちと伝
つた

え合
あ

おう。

一
い ち

番
ば ん

の思
お も

い出
で6年⑥表

名
な

前
まえ

一
いち

番
ばん

の思
おも

い出
で

あなたの感
かん

想
そう

（例
れい

）さとし （例
れい

）School Trip （例
れい

）
 さとし君

く ん

といっしょにお好
こ の

み焼
や

きを食
た

べた

ことを思
お も

い出
だ

して，なつかしかった。

●�小
しょう

学
が っ

校
こ う

での一
いち

番
ば ん

の思
おも

い出
で

を英
えい

語
ご

でかいて，友
とも

だちに見
み

せながら発
はっ

表
ぴょう

しよう。絵
え

をかいたり，
写
しゃ

真
し ん

をはったりしてもいいよ。

●�友
とも

だちの発
はっ

表
ぴょう

で，印
いん

象
しょう

に残
のこ

った発
はっ

表
ぴょう

について，あなたの感
かん

想
そ う

をメモしよう。

6

My best memory is  .

絵を描いたり，写真を貼ったりしてもよい。
発表するときはこちらの面を見せながら話す。裏面で準備をし，話す内容を確認してから発表させるとよい。
そのほかの学校行事に関する表現
Entrance Ceremony（入学式）
Summer Vacation（夏休み）
Graduation Ceremony（卒業式）

最後に時間があれば，メモした感想を班やクラスで発表し合ってもよい。

ワンポイントアドバイス

ワンポイントアドバイス

 ●  音声を聞いて学校行事に関する単語を認識できる。
評価の視点

 ●  小学校での思い出を振り返り，英語で簡単な文章を書いている。
 ●  発表するときに絵や写真を効果的に使いながら，相手にわかりやすく伝えている。

評価の視点

 ●  活動に積極的に取り組み，英単語を使おうとしている。
 ●  既習表現を思い出し，積極的に話そうとしている。
 ●  友だちの発表を聞き，反応しようとしている。

評価の視点

相手に配慮しながら，思い出の学校行事について伝え合おうとすることをねらう。活動のねらい
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